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しんげの
一言メッセージ市長コラム

　
本
人
通
知
制
度
は
、
代
理
人
や

第
三
者
の
請
求
に
よ
り
住
民
票
や

戸
籍
謄
本
な
ど
を
交
付
し
た
と
き
、

本
人
に
そ
の
事
実
を
通
知
す
る
も

の
で
す
。

　

こ
の
制
度
を
活
用
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
住
民
票
な
ど
の
不
正
請

求
の
早
期
発
見
や
抑
制
に
つ
な
が

る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　

通
知
を
希
望
す
る
人
は
、
事
前

に
登
録
申
請
の
手
続
き
を
し
て
く

だ
さ
い
。

対 

象　

市
内
に
住
民
票
が
あ
る
人
、

市
内
に
本
籍
が
あ
る
人

登
録
申
請
に
必
要
な
も
の

　
 

運
転
免
許
証
な
ど
の
本
人
確
認

書
類

申 

請
窓
口　

市
民
課
（
市
役
所
１

階
）、市
民
福
祉
課（
総
合
支
所
）

※
通
知
の
対
象
と
な
る
の
は
、
代

理
人
が
請
求
し
た
も
の
、
第
三
者

が
請
求
し
た
も
の
で
す
が
、
一
部

該
当
し
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

詳
し
く
は
左
記
へ
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

★ 

市
民
課
☎
㉕
１
１
１
０
、
市
民

福
祉
課
☎
72
１
３
３
３
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本庄市長

台湾訪問について

※
声
の
広
報
（
録
音
Ｃ
Ｄ
）
の
貸
し
出
し
は
、
図
書
館
本
館
・
秘
書
広
報
課
へ
。

ま
た
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
聴
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。
★
秘
書
広
報
課
☎
㉕
１
１
５
５

　

市
観
光
協
会
で
は
、
ふ
る
さ
と

本
庄
を
代
表
す
る
土
産
品
を
選
定
、

推
奨
土
産
品
と
し
て
内
外
へ
Ｐ
Ｒ

し
て
い
ま
す
。
推
奨
さ
れ
た
商
品

に
は
「
推
奨
状
」
を
交
付
し
、『
観

光
協
会
推
奨
土
産
品
』
と
し
て
販

売
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

新
た
に
推
奨
を
希
望
す
る
商
店

又
は
販
売
店
は
、
市
観
光
協
会
に

あ
る
申
請
書
に
記
入
の
う
え
申
請

し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
申
請
後
、
推
奨
希
望
商

品
な
ど
の
提
出
を
お
願
い
し
ま
す
。

詳
細
は
、
申
請
時
に
説
明
し
ま
す
。

推
奨
基
準

①
郷
土
色
豊
な
も
の

② 

商
品
の
名
称
、
品
質
、
意
匠
、

包
装
、
デ
ザ
イ
ン
、
価
格
が
適

正
な
も
の

③ 

常
時
量
産
・
市
販
さ
れ
て
い
る

も
の
（
農
作
物
は
除
く
）

申 

請
手
数
料　

１
点
に
つ
き

５
０
０
円

申 

請
条
件　

市
観
光
協
会
会
員
に

限
る
（
た
だ
し
、
未
加
入
者
は

加
入
申
込
を
す
れ
ば
可
）

申
請
期
限　

６
月
26
日
㈮
ま
で

★ 

本
庄
市
観
光
協
会
本
庄
支
部（
商

工
観
光
課
内
）
☎
㉕
１
１
７
４
、

児
玉
支
部
（
環
境
産
業
課
内
）

☎
72
１
３
３
４

老人福祉センターつきみ荘の休館日 ☎㉒３６９６

１日㈪・８日㈪・15日㈪・22日㈪・29日㈪・７月６日㈪

余熱利用施設湯かっこの休館日 ☎㉒８１２６

１日㈪・８日㈪・15日㈪・22日㈪・29日㈪・７月６日㈪

ボートレース戸田（埼玉県都市競艇組合主催）開催日程

13日㈯～16日㈫、19日㈮～22日㈪

今月の納税納付［納期限：６月30日㈪］

・市県民税　１期　　　　・下水道負担金　１期

―市税夜間収納窓口のお知らせ―

日時　６月５日㈮、７月６日㈪　午後５時15分～７時
場所　・市役所１階　　収納課☎㉕１１２０
　　　・総合支所　　　市民福祉課税務係☎72１３３３

※市役所へお越しの際は庁舎東側の夜間休日受付通用口を、
総合支所仮庁舎へお越しの際は正面玄関をご利用ください。

※本庄市は埼玉県都市競艇組合に加入しており、組合
からの配分金をさまざまな事業に活用しています。

本
人
通
知
制
度
を
ご
存
知
で

す
か
？

本
庄
市
観
光
協
会
推
奨
土
産

品
を
選
定
し
ま
す

お
知
ら
せ

　我が国に最も多くの観光客が訪れ、また我が国最
大の農産物輸出先である台湾を、５月５日から７日
まで訪問してまいりました。台湾の対日窓口である
亜東関係協会秘書長（外務省日本局長に当たる）と
のご縁により、政府関係機関に本庄市の産業、農業、
観光のPRを行う機会をいただいたことから実現した
ものです。
　まず産業分野ですが、本庄市内には、すでに台湾
において事業を展開、もしくは今後展開する予定の
企業があります。日本の中小企業の投資の窓口とな
る台湾側の機関（台日産業連携推進オフィス）に市
内企業の商品を紹介し、今後の円滑な事業展開への
ご理解と、またさらに他の企業が進出する際のご支
援をお願いしてまいりました。
　農業分野では、本庄市のキュウリやナスなどの豊
富な農産物の台湾への輸出と、先進的農業技術の相
互交流の可能性について関係機関（行政院農業委員
会）と意見交換を行いました。輸出については現在

日台関係に大きな課題が横たわっていますが、これ
は多分に政治的な問題であり、コストや検疫、さら
にニーズ調査などのハードルはあれども、基本的に
台湾の人々の日本の食品、農産物への信頼は揺ぎ無
いとのことでしたので、明るい見通しを感じました。
また技術交流については大いに進めるべきと確信い
たしました。
　観光分野については、交通部観光局を訪問し意見
交換しました。本庄市の売り込み方によっては、近
年増えている台湾からの個人客に個性ある魅力的な
観光地として、認知してもらえると感じました。
　初日の午後には駐台湾日本大使館に当たる交流協
会台北事務所の沼田代表（大使）を訪問し、そして
最終日の午後は、李登輝元台湾総統のご自宅を訪問
することができました。李元総統からは２時間にわ
たり日台の更なる関係強化について力強いお言葉を
いただきました。
　今回の訪問の成果を、本庄市のさまざまな分野の
今後の海外展開につなげていきたいと考えております。



（
広
告
）

（
広
告
）

◎ホームページバナー広告随時募集中！
　詳しくは、市ホームページをご覧ください。

★秘書広報課☎㉕１１５５
平成27年6月1日号

平
成
27
年
度
環
境
保
全
型
農

業
直
接
支
払
交
付
金
に
つ
い
て

　

市
で
は
、
生
活
に
困
窮
す
る
人

（
生
活
保
護
受
給
者
を
除
く
）が
抱

え
る
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
に
関
す
る

相
談
窓
口
を
設
置
し
て
い
ま
す
。

　

相
談
員
が
自
立
に
向
け
た
支
援

内
容
を
一
緒
に
考
え
、
関
係
機
関

と
連
携
し
な
が
ら
必
要
な
支
援
を

行
い
ま
す
。
一
人
で
悩
ま
ず
に
、

ま
ず
は
左
記
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

★
社
会
福
祉
課
☎
㉕
１
１
４
２

「
生
活
困
窮
者
自
立
支
援
相

談
窓
口
」に
ご
相
談
く
だ
さ
い
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化
学
肥
料
・
化
学
合
成
農
薬
の

５
割
低
減
と
左
記
の
営
農
活
動
を

セ
ッ
ト
で
取
り
組
む
農
業
者
に
支

援
を
行
い
ま
す
。

　

ま
た
、
今
年
度
よ
り
２
戸
以
上

の
団
体
で
の
申
請
と
な
り
ま
す
。

支
援
の
内
容（
10
ア
ー
ル
当
た
り
）

○
緑
肥
の
作
付　

８
、
０
０
０
円

○
有
機
農
業　
　

８
、
０
０
０
円

○
堆
肥
の
施
用　

４
、
４
０
０
円

○
地
域
特
認　
　

８
、
０
０
０
円

申
請
対
象
者

① 

エ
コ
フ
ァ
ー
マ
ー
の
認
定
を
受

け
て
い
る
、
又
は
都
道
府
県
の

特
別
栽
培
農
産
物
等
の
承
認
を

取
得
し
て
い
る
人

② 

２
戸
以
上
の
任
意
団
体
に
所
属

し
て
い
る
人

申
請
期
間　

８
月
７
日
㈮
ま
で

★
農
政
課
☎
㉕
１
１
７
７

　

子
ど
も
を
保
育
所
（
園
）
に
預

け
た
保
護
者
は
、
市
民
税
額
に
基

づ
き
決
定
し
た
保
育
料
を
納
付
す

る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

　

納
付
は
、
便
利
な
口
座
振
替
を

ご
利
用
く
だ
さ
い
。
口
座
振
替
の

申
込
用
紙
は
子
育
て
支
援
課
（
市

役
所
２
階
）、
市
民
福
祉
課
（
総

　

市
で
は
、
単
独
処
理
浄
化
槽
又

は
汲
み
取
り
便
槽
を
合
併
処
理
浄

化
槽
に
入
れ
替
え
る
場
合
、
一
定

の
条
件
を
満
た
す
も
の
に
補
助
金

を
交
付
し
て
い
ま
す
。
た
だ
し
、

補
助
金
申
請
前
に
工
事
を
開
始
し

て
し
ま
う
と
補
助
対
象
外
と
な
り

ま
す
の
で
、
工
事
を
行
う
前
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
家
屋
の
新
築
な
ど
に
伴

う
浄
化
槽
の
設
置
は
補
助
対
象
外

で
す
の
で
ご
注
意
下
さ
い
。

受
付
開
始
日　

７
月
１
日
㈬

補
助
対
象
外
地
域

・ 

公
共
下
水
道
事
業
対
象
区
域
及

び
農
業
集
落
排
水
事
業
対
象
区

域
・ 

１
基
の
浄
化
槽
を
用
い
て
集
合

処
理
し
て
い
る
区
域

補
助
対
象
要
件

・ 

専
用
住
宅
（
販
売
・
賃
貸
目
的

で
な
い
も
の
。
住
宅
部
分
の
面

積
が
２
分
の
１
以
上
の
併
用
住

宅
も
含
む
）
に
設
置
さ
れ
る
10

人
槽
以
下
の
も
の

補
助
対
象
費
用

　

浄
化
槽
設
置
工
事
費
用

※
撤
去
な
ど
に
要
す
る
費
用
も
対

象
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

補
助
対
象
工
事

・ 

平
成
27
年
度
中
に
着
工
し
、
平

成
28
年
３
月
10
日
㈭
ま
で
に
実

績
報
告
書
を
提
出
で
き
る
も
の

★ 

環
境
推
進
課
☎
㉕
１
１
７
３
、

環
境
産
業
課
☎
72
１
３
３
４

　

光
化
学
ス
モ
ッ
グ
は
、
自
動
車

の
排
出
ガ
ス
や
工
場
な
ど
の
ば
い

煙
な
ど
に
含
ま
れ
る
窒
素
酸
化
物

や
炭
化
水
素
が
、
太
陽
の
紫
外
線

に
よ
り
化
学
反
応
を
起
こ
し
て
で

き
る
も
の
で
す
。
光
化
学
ス
モ
ッ

グ
は
、
一
定
の
濃
度
に
な
る
と
人

の
健
康
や
植
物
な
ど
に
被
害
を
及

ぼ
す
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

発
生
し
や
す
い
気
象
条
件
は
、

晴
れ
又
は
薄
曇
り
の
日
で
、
気
温

が
高
く
、
風
が
弱
い
と
き
で
す
。

こ
の
よ
う
な
と
き
は
、
な
る
べ
く

屋
外
に
出
な
い
よ
う
に
し
、
窓
な

ど
は
で
き
る
だ
け
閉
め
る
よ
う
に

し
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
目
が
チ
カ
チ
カ
し
た
り
、

の
ど
に
痛
み
を
感
じ
た
り
し
た
場

合
は
、
す
ぐ
に
洗
眼
や
う
が
い
を

し
て
く
だ
さ
い
。
乳
幼
児
、
お
年

寄
り
、
病
弱
な
人
は
健
康
な
成
人

よ
り
も
被
害
を
受
け
や
す
い
の
で

特
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。
症
状
が

重
い
場
合
は
、
医
師
の
診
断
を
受

け
て
く
だ
さ
い
。

★
環
境
推
進
課
☎
㉕
１
１
７
３

保
育
料
の
お
支
払
い
は
お
忘

れ
な
く

合
支
所
）、
市
内
各
金
融
機
関
に

あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
４
月
よ
り
納
付
書
が
今

ま
で
の
金
融
機
関
に
加
え
、
コ
ン

ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
で
も
利
用
で

き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

な
お
、
市
で
は
保
育
料
の
支
払

い
能
力
が
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず

納
付
や
相
談
に
応
じ
な
い
滞
納
者

に
対
し
て
、
や
む
を
得
ず
差
し
押

さ
え
な
ど
の
滞
納
処
分
を
行
う
場

合
が
あ
り
ま
す
。

★ 
子
育
て
支
援
課
☎
㉕
１
１
２
８
、

債
権
回
収
対
策
室
☎
㉕
１
１
８

８

光
化
学
ス
モ
ッ
グ
に
注
意
し

て
く
だ
さ
い
！

単
独
処
理
浄
化
槽
・
汲
み
取
り

便
槽
を
お
使
い
の
み
な
さ
ん
へ


